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シス を船舶に適用する試みの一つとして，

を う 体高分子形 （PEFC）プロトタ

プ試験 を試作し，性能試験を実施した． 
本試験では， の機能確認をした で， ル

度， ルスタックの傾斜 ， ー ， ー

圧を変化させた試験を行い， が 力に及ぼす影

響を らかにした． 
次に， ルスタックに流れる 流を 0 間に ロから定

値まで直線的に変化させた．本試験では 0を1 600まで

変化させたが， れの場合も は 流変動に できる

ことが分かった．さらに， 流をス ップ状に変化させた

場合でも， は 流変動に できることが した． 
 
 
 
 
 
 
 

図 PEFC ルスタック 
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 度は板 果により低下するため， 接構造物

の合理的 的な 計製作には大型化 板化の

が必要である．二次加工 理は な手段の一つである

が，高 波 理法など新 による二次加工 理後の

接 手の板 果の実験的データが定量的評価を行うに

は不 分である．本研

究では， 計基準

へ させるため，荷

重非 型 手を

対象として，二次加工

理 果を考 した

度に及ぼす板

果について評価した．

応力集中と 留応力の

影響を考 することに

より，板 や 理

方法に関 ら 全ての

データを一 して評価

できることが らかと

なった．         図 度 線 
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田原 介 
平成28年5月 

The American Journal of Operations Research 
 

本研究の 的は，並列計算 ーデ ングに基づく高 率

ル リズ を導入した計算流体力学(CFD) 用多 的最

適化手法の構築と， 定論型および確率論型最適化理論を

用いた高 多 船型最適化 への適用である．本研究で

は ーター ット推進船型の一 であるデル ト タ

ラン船型を対象とした実用的 計 における最適化を

試行し，その結果を 型手法（ 定論型単 的最適化

法）による結果と比較した．その結果，本研究で する

手法の 確な 性を確認し，一般単 船型への適用を

なる応用が期 できることを示した．  
 

 
図 タ ラン船型の重合 子及び自由表面計算結果 
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著 らは にプロペラ正転時を対象に 推力 を

えた自 模型船で実船 の船体 動を実現する き船

正( SC)を した．しかし，プロペラ 転 時は一

般に が かないのでこの方法は でない． 
本論文では 推力 を えた自 模型船を用いて実

船の 性能を直接推定する方法として，安全 の推定値

を与えるプロペラ 進率 船 正を し，数値シミュ

レーションと模型実験で の模型船 方法と比較してそ

の 性を確認した． 
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図 船 と船尾にダクト ン型 推力 を

搭 した自由 模型船 
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改質を伴う舶用燃料電池システムの性能試験
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における ス ロート船導入時の 
動負担 に関する研究 

， 子 
平成27年11月 

学会 第54 計画学研究発表会 
 
本研究では， が海 結型 シス （

ス ロート船）を利用した 及び の リーを利用し

た にどの 度， 動に負担を じるかを，一般化時間を

用いて らかにした．一般化時間の算 に必要な等価時間

係数， 理的負担時間は， を対象に 動負担

を実施し求めた．その結果， ス ロート船を利用し

て 動した方が一般化時間は短くなり， ス ロート船の

果が確認できた． 

2 141
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2 301
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 図 一般化時間の内  
 
 
 

Sデータを用いた 船の行動分 に基づく 
危険度評価 

， ，長 彦 
平成28年12月 

日本 海学会論文集 第135  
 
海 での 行安全のためには，適切に 船を実施す

ることが重要であり，実用的な 船 シス を開

発するためには， 船 の にあった 船のタ ミ

ングやその手段で 報を 示することが必要となる． 
本論では， 海海 での 船のタ ミングを デル

化することを 的とし，A Sデータから2船の 合い関係に

おける 開 時期を分 して， 対象の船舶の方 変

化と，そのときの 対 を とした簡単な評価 を示

した． 
さらに， 船との

危険の 度と

開 時期とを関

付けて，方 変化と

対 を とし

た， を く全

ての海 に適用でき

る 危険度評価手

法を（図）を した． 
           図 危険度評価 
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Michio Ueno, oshiaki s kada, yos ke S ki 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会秋季講演会論文集 
 

本報告では，ま ，著 らが開発した 推力 とこ

れを するための き船 正， 荷重模 ，そ

して実海 再現水槽の機能を した．次に，これらの

を 用した多方向不規 波 場中での自由 模型実験

について た．実験では， 荷重模 と き船

正を使って した模型船によって，波と が する

実海 において機関の作動 限と 力の大小が実船性能に

及ぼす影響を た．その で，著 らが する新しい

実験手法の 性を た． 
 

 
図 推力 と 荷重模 を用いた 

多方向不規 波中の自由 模型実験 

 

 

 

理 の水中散布の関  

原正一 
平成28年11月 

日本 リンエン リング学会 第51 6号 
 

理 の海中における散布は，2010年に シ で

発生したデ ープ ーター ラ ズンの で めて大

規模に行 れ， 海 への 境破 のための一定の

果があることが認められた．本報告は， 理 を水中

散布する に関する文 の である． の 体の水

中散布時の力学に まり，流場を する ー ー数な

どの係数を用いて の最大粒 を 定する推定 について

のこれまでの研究を紹介し，主に 理 を水中散布して

を粒状化する の実験的研究及び理論的研究に 及し

た． 
本 では， 理 の一般的な とその使用 果につ

いてま ， 理 のミ ル限界 度について れ，

界面張力の 度による変化を示した． 理 による の

粒 分布の 度影響について ， の 度の分散化

に対する 果を ル ーS EFによる実験を紹介して

した．さらに， と ス( タン）の 合流体が さ

れる場合の粒 分布について紹介した． 
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データを用いた避航操船の行動分析に基づく

衝突危険度評価

油処理剤の水中散布の関連技術



日本大 における 海 の流 の 
タリングについて 
久幸，中村 由子 
平成28年11月 

日本 リンエン リング学会 51 6号 
 

2011年3月11日に発生した 大な 波によって，

に されていた タンクが し，多量の

が流 した．流 した の一部は海 で した．これ

らの は海水中の粒子と に し海 に し

が発生した． からの 復状 の のために，海

の ル ル ン 物 ，TPH，PAHsの分布に

ついて タリングを行った． 成分によって分布が

なることが かり，TPHは 年的に していた． 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 における ン 物 の分布 

 

 

 
自由 模型試験における きと船 の 正に 

ついて 報 模型実験  
良介， 田 ， 野  

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集第23号 

 
著 らは過 に自由 模型船の 動を実船と

にするための き船 正法( SC)を し，数値計算に

よってその適用性を示した． 
本研究では， SCを適用した自由 模型船を用いて平

水中 性能試験と規 波中保 試験を実施した．その結

果，平水中 波 中を 推力に対する 応答の

変化傾向は，数値計算と定性的に一 することが かり，

自由 模型試験で本試験法を検証することができた． 
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図 平水中 度 試験時の重 の   

不規 波中 増加の計 と長 期変動の推定 
田 利子，高 健， 本 ，藤 一 

平成28年12月 
日本船舶海洋工学会論文集 第24号 

 
船舶の実海 性能評価で重量な要 となる不規 波中

増加について， 及び 後方向変 の長 期変動の

及び重ね合 せ法による計算法との比較を 的に，

LCC 及び自動 船を対象に長波 不規 波中 増

加試験を行った． 
計 結果との比較により， e man を用いた推定に

より長波 不規 波中 増加の長 期変動を表現できる

ことを示した．また，規 波中 増加の波高影響の考

により， LCC の場合， ュー ート 8 に い波状態で

長波 不規 波中 増加の平 の推定が 10% なるこ

とを示した． 
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図 長波 不規 波中 増加の比較（ LCC） 

 
 

自由 模型試験のための 荷重模 の開発 
田 ， 良介， 野  

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集第23号 

 
年， 波をともなう実海 境下を 行する船舶の

正確な性能評価が まれている．自由 模型試験で実

海 境下の を模 するのは非 に困難である．著

らは，模型船搭 型の 推力 を開発しているが，

この を応用し 荷重を模型船に直接加える 荷重模

を新たに開発した．本 はダクト ンを 数

模型船に搭 し，発生した力の ー ックと に

加 る加 度を基にした から，波に う大きな船体

動状 下でも船体 動に合 せリ ルタ に 荷重

を正確に与えられる．実海 境下の自由 模型試験

に対する 境を 易に再現可能になった． 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 荷重模 念図 
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東 日本大震災における気仙沼湾海底の流出油の

モニタ リングについて
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実 の 船の行動分 に基づく船舶間の 
危険の定量的評価 
， ，長 彦 
平成28年12月 

日本船舶海洋工学会論文集 ol. 24 
 

ュー ンエラーによる や省力化の から

を中 として自 行船舶の研究が進められている．自

行船舶の実現には，船舶間の 危険度を適切に評価

し，適切な時機に を開 することが重要である． 
本論では， の開 時機を 船 に することを 的

として，A S（A tomatic dentification System 船舶自動

）データから， の実態を 計的に分 し，定量

的な 危険度の評

価法方を検討した．

さらに， 報を発報

する時機を示した．

図は，方 変化と無

次元化された2船間

を とする 標

平面 に として

表現される 危険

度を示したものであ

る． 
 
 
 

動揺 内における大粒 粒子のスラリー 評価 
高野 ，正 ， 田成 ，小野正  

元 ，  
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会講演論文集 
 

海 水 を海 に し，生 するためには し

なけれ ならない 的な は多く，その中の1つに揚

のスラリー 評価 が られる．揚 中，船体の

動揺等により，揚 が動揺するため，著 らは を動揺

させた状態でのスラリー を評価するための試験を実施

した．その結果，水平加 直加 ともに，圧力損失の

定 成分への影響は と どなかったが，変動成分に対し

ては， に 直加 した場合に 著な影響が認められた．

直加 時の 圧データを 波数 した結果を図1に示

す．また試験結果から，スラリーの 度と圧力損失に

関があることが示 された． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 波数 結果 
 

変 機構付きプロペラ単 試験機による 
プロペラ推力及びトルクのCPP 変 中非定  

成分の計  
， 田 ， 一 ， 澤 ， 

一，小田切 ，深澤正  
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 
 

年の研究により，可変 ッ プロペラ(CPP)の を

会い波に応じて することで省エネ 果が得られること

が らかになり， の高 働によりその 果向 が期

されている．本研究の 的はCPP 変 中の非定 な

プロペラ推力とトルクの 動を検証することにあり，ま

変 機構付きのプロペラ単 試験機を開発し，水槽試

験により 変 中のプロペラ推力 トルクを計 した．

その結果，定 成分とは の非定 成分が することを

確認し， 変 度に対するその 動を分 した． 
 
 
 
 
 
 
 
図 に正 波的変動を与えた場合の非定 推力時 列 

 
 

D     U  P  
 C  S   C   

M   U   
野 彦， ，岡本 ， 田 ， 
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平成28年11月 
Proceedings of AU  2016 

 
深海 の 物 の 率的な 法として， 数の自

型無人水中 （AU ）の利用が期 されている．この

数AU の を 的とし，以下の 手法を み合 せた

水中 シス を開発している． ） 水自 型

無人洋 中 （AS ）， ） リング型AU による水

中 響 中 ， ）海面長基線 （L L）シス ．

本 では，このシス の ン プトと について ，

シス と比較することで 数AU 用に関する

性を示した． 

 
図 水中 シス の ン プト 
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実際の避航操船の行動分析に基づく船舶間の

衝突危険の定量的評価

翼角変節機構付きプロペラ単独試験機による

プロペラ推力及びトルクの 翼角変節中非定常

成分の計測
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年，海 の ールとしてAU （A tonomo s 

Under ater ehicle）が されており，当所では 的

ーション 造プログラ （S P）のうち次 海洋

（海の ング計画）において，安価で小型なAU
の研究開発を行っている． 
本 では，このプログラ において開発された 行型AU
号機について紹介し， 河 沖にて行った実海 試験

の詳細を している． 号機は ブ ト プロ ラ

ーを搭 したAU であり， ターン化された行動を み合

せることによって，より簡易に ースデータを作成する

ことが可能となった． 河 沖の試験においては， 分な

動性能を発 した． 

図 河 沖実海 試験での 行型AU 号機 
 

 
タンデ ローデ ング時における船体 れ り

動に関する模型試験とシミュレーション 
， ， 田 ， 藤  

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 

 
洋 での ス田開発及び生 時において，FPS やFL

Gからの生 物の ローデ ング方法として，

方 とタンデ 方 が主に用いられている．タン

デ 方 では にシ トル船の れ り 動及び， い

し船とシ トル船とを接 する ー ー張力が ローデ

ングの 働率に大きく影響する．本研究ではタンデ 方

に し，シ トル船として ンブレン型L G船を 定

し， 荷中におけるL G船の れま り 動の大きさと

ー ー張力変化について模型試験とシミュレーションによ

り検討を行った．その結果，模型試験とシミュレーション

の結果が ね一 していることを確認した． 
 

 
 
 
 
 
 

図 張力標準 比較 
 

波 中船 低下を考 した 命推定 
に関する研究 

岡正義，田中義  
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 
 

合理的な船体 命評価を実現するには，船の

や に関 る 船の影響を らかにする必要がある． 
本研究では，大型 ン 船の波 中 船 低下の

数値 デルを利用して，船 低下が 命に及ぼす影

響を検討した．その結果，線形長期 に基づく手法で

は船 低下の影響は10 と ないが， ッ ングの影

響を考 した時 法を用いると30%以 になること

が分かった．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 一定船 及び波 中船 低下を考 した 度 
 
 

多方向重ね合 せ波を用いた 性能試験 
田 子， 野  
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会文集 
 

船舶の 性能試験は規 波中の波長と波向きを変えて

り し試験するため時間を要する．そこで，本研究では1
度の で 数の計 を取得する方法を した．向波

から 波中まで2から7方向の 一波長の波からなる多方向

重ね合 せ波中で模型船を して船体 動を計 し，波

向き の 会い波 期で ーリエ して船体応答を求め

た．その結果，2方向（向波と 波）から4方向（向波から

横波）までの多方向重ね合 せ波中の応答 性は1方向規

波中のものと ぼ一 することを示した． 

 
 図 多方向重ね合 せ波及び 1 方向規 波中の 下揺れ 
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波浪中船速低下を考慮した疲労寿命推定

に関する研究
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Chong Ma, Masayoshi ka, akahiro Ando,  
aoya Mats ara 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会秋季講演会論文集第23号 
 

n this research, the M SS type tank is selected as the ase 
design to impro e as it does not re ire the limitation for the 
li id le el of L G. esides, d e to the sphere shape of tank, 
the impact press re of L G on tank hen sloshing occ rs can e 
e pectedly smaller than the shape ith corners.  
 

o o ercome the shortage of the lo er storage efficiency of 
spherical tank, ne  shape tank consisting of spheroid and 
cylinder is proposed. Scale model e periments ere carried o t 
for oth of con entional type and ne  type of tank. merical 
sim lation for sloshing ased on smoothed particle 
hydrodynamics (SPH) is cond cted and the sim lation res lts 
are confirmed y comparing ith the e periments data. esides, 
the calc lation res lts ased on StarCCM  is also s pplied y 
the coa thor in order to compare the specialty of oth n merical 
method. 

 
 
 
 
 
 
 

  S     
P S  SD   D C C  S  

. Sakamoto and C. a akita 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会 平成28年秋季講演会論文集 
 

Unsteady isco s CFD sim lations are carried o t for 
D is rg est Case (D C) ith t isted r dder ith costa 

l  and discreti ed rotating propeller. Energy sa ing rate y 
these ESDs is antified y comprehensi e self prop lsion 
analysis and kinetic energy analysis tili ing CFD res lts. he 
res lts sho  that kinetic energy analysis estimates energy 
sa ing rate in the same order of magnit de to self prop lsion 
analysis, and th s can e a more generali ed  o ecti e 
f nction to e al ate prop lsi e performance than self 
prop lsion factors. C rrent ESDs on D C are ineffecti e to 
impro e its prop lsi e efficiency, and possi le s ggestions 
are made for their design impro ement ased on CFD res lts. 

 
Fig. D C ortical str ct re at stern, Fn=0.209 

 

部に平行部を つ 状ダクト型省エネ付加物の

開発 
一 ，深澤良平，大場弘  

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成 年秋季講演会論文集 

 
形ダクト型省エネ付加物には2つの がある．1つは，

省エネ付加物を搭 しない こく状態の 流係数が高い船

で，省エネ 果が にくいこと．2つ は に搭 される

ン型の省エネ付加物との 果が大きいことである．

海 研ではこの2つの に対して， 流係数の高い船への

ダクト型省エネ付加物の適用 拡大を 図した新型の省

エネダクトUS Dを開発した．本論文では，WAD りの流

場 結果から 形型ダクトの開発 を示し，その

を する新型ダクトUS Dを し，水槽試験で得られた

US Dの 性を示した． 
 

 
図 新型ダクトの平行部の 無による圧力分布の比較 

 
 

画 法を用いた高揚力 合 の計 と 
力 性影響に関する研究 

高 ，藤本 平，田原 介 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会講演会論文集 第23号 
 
本研究では，Str ct re from Motion（SFM）法及びPatch- ased 

M lti ie  Stereo（PM S）法を用いた画 を適用した，

高揚力 合 部の大変形に対する計 法を し，

試験によってその検証を行った．また得られた結果と流

体構造 成（FS ） ールを用いたシミュレーション結果を

基に，高揚力 合 の 力 性影響についての考 を行っ

た．結果，SFM/PM S法で精度の高い変形計 が可能で

あることが確認され，SFM/PM S計 の ー ック

結果とFS ールの計算結果により， 定 下において

変形による揚力 が確認できた． 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 変形の揚力係数に与える影響の検証  
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上部に平行部を持つ半円状ダクト型省エネ付加物の

開発

画像解析法を用いた面揚力複合帆の計測と

空力弾性影響に関する研究
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変 度を考 したCPP 性推定のための 
数値計算法の開発 

一 , , 田 , 澤 , 
一, 小田切 , 深澤正  
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会講演会論文集 第23号 
 

著 らはCPPの を 会い波に応じて することで

量を する を開発しており， の応答性

向 させることで， なる性能向 が可能である．一方，

変 中に作用する非定 なプロペラ 性についての研

究 は ないため，高 動を う を行う場合は，

その非定 性を しておく必要がある．本研究ではQC
Mを用いた変 度を考 したプロペラ 性を推定可能な

数値計算法を開発し，水槽試験結果と比較することで 用

性を確認した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 スラスト係数の非定 成分の実験と計算の比較 

 
 
 

水試験による 自 性能評価と馬力推定 
藤 一, 深澤良平, 本  

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会講演会論文集 

 
船舶が 水 を 行する場合， の増加，推進性能の

低下，船体 下量の増加，造波の増大などの現象が られ

ている．当所が所 する中水槽は，深水状態および 水状

態での試験が行える 水槽であり，今 C船型の模型

船を使用し，深水状態と 水状態（水深 状態）において

，自 試験および波形計 を実施しそれ れの比較を

行った．また，MA が している 水状態の馬力 正

法について検討を行ったので報告する． 
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 図  造波 線 図  馬力推定結果 

 

水槽試験による実船の短波 波中 
主機要求 力の直接計  

， ンダレン  レクシー， 田 ， 
田 ， 澤  
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会講演会論文集 第23号 
 

著 らは水槽模型試験で実船の波 中船 低下を直接計

できる水槽試験法を開発した．本報では，この水槽試験

法により実船が波 中を する時に主機に要求される

力が直接計 できることを示し，短波 波中 力試験に

より実船 当の 力を計 して馬力 ーブの評価を行っ

た結果について報告する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 実船 当値として計 した短波 波中 力 ーブ 
 
 
 

度の形状 ラ ータが 流境界 に及ぼす影響 
度平板 流場のLD 計  
, , 澤田 , 藤 一, 

 重野  
平成28年11月 

2016年日本船舶海洋工学会秋季講演会論文集 
 
表面 さと の関係は ーデ 線図やプラントル

シュリ ングの公 等が られているが, それらは

度を対象としており, 船体の 面のような長波長の

度を つ 面には適用することができない. 本研究では, 
面を模した 度間 の なる 2 の 2 次元 度平板の

流境界 LD 計 を行い, 度及びその 度間 が流場

に与える影響について した. その結果, 主流方向平

度が 度 で加 , 度間で すること, 度間 が

大きい うがその加 が大きいこと, 直方向平 度

は, 度 で から れる方向, 度間では に づく方

向の 度が生じることなどが分かった.  
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図 主流方向平 度分布 
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翼角変節速度を考慮した 特性推定のための

数値計算法の開発

水槽試験による実船の短波頂波中

主機要求出力の直接計測
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プロペラ荷重度と船尾ダクト表面圧力の関係および

CFDの検証 
久米健一，深澤良平 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会講演会論文集第23号 

 
省エネ付加物の性能評価にCFDを利用する機会が増え

ているが，荷重度に対する推進性能変化についてもCFD
が妥当な結果を与えるかどうかの検証が必要であると考

えた．対象とする省エネ付加物には当所が開発した船尾

ダクトWADを選択した．WAD表面の圧力分布を水槽試験

で取得しCFD結果と比較することで流場の推定精度の検

証を行った．その結果，荷重度変化が船尾付加物に及ぼ

す影響についてもCFDで適切に評価できることを確認し

たので報告した．また，水槽試験で使用したWADの模型

の製作には3Dプリンタを利用し，CADの段階であらかじ

め圧力孔を加工する方法を採った．単なる付加物の造形

に留まらな

い3Dプリン

タの新たな

利用法とし

ての紹介も

兼ねた． 
 

 
 

 
 
 

LNGタンク内流体のスロッシングによる最大荷重 
推定に関する研究 

岡正義，安藤孝弘，馬沖 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 
 

本研究では，最悪短期海象の理論に基づき，模型実験

で得られたタンク流体力の応答値を用いて，タンク流体

力の長期分布のQ=10-8に対応する最大値を簡易的に推定

する方法を検討した．等価な超過確率に基づく手法と最

悪海象を直接的に使用する手法の2とおりの簡易手法で

最大値を求め，高い精度での推定が可能なことを示した． 
 

表 詳細手法(Long-term prediction)及び簡易手法(Simplified 
method)で求めたタンク流体力の最大値の比較 

（無次元標記） 
 Long term prediction Simplified method 

H/D Model 
tank test 

Potential 
theory 

ELP SWC 

29 % 0.069 0.074 0.066 0.072 
50 % 0.120 0.119 0.123 0.127 
65 % 0.139 0.132 0.139 0.146 

 
 

大型クルーズ船の損傷浸水時の復原性に関する 
模型実験 

橋本博公，松田秋彦，河村昂軌，寺田大介 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会講演会論文集第23号 
 

多数の乗客乗員が搭乗する大型クルーズ船では，損傷

浸水時の安全性確保が欠かせない．現行基準では主とし

て最終平衡状態での復原性を担保しているが，大量の人

命喪失が懸念されるのは，大規模な損傷により船内への

急激な浸水が短時間に生じ，非対称浸水や自由水影響に

よって復原力が一時的に著しく低下することによって大

きな横揺れが誘発され，破孔以外からの二次的な浸水に

至る場合である．本研究では，現実に即した船体形状や

内部水密区画までを再現した模型船を用いて，損傷浸水

実験を実施し，数値シミュレーションの精度検証に不可

欠な模型実験データの取得を試みた．模型実験によって

大型クルーズ船の浸水時の復原性を確認するとともに，

今後の数値シミュレーションの高度化に向けた高精度の

検証データを得た． 
 

 

 

 

 

 

図 浸水する船内 
 
 

並列GPUを用いたMPS法の海水打ち込み 
シミュレーションの開発 

河村昂軌，小野寺直幸，橋本博公，松田秋彦 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会講演会論文集第23号 
 

漁船は乾舷が小さいため,海水打ち込みが生じやすい. 
また,海水打ち込み時にはブルワークによって甲板に海水

が滞留しやすいため,大傾斜や転覆の危険性が指摘されて

いる. 海水打ち込みなどの非線形流れを取り扱うには,一
般的な水波の理論は適用が困難であり,CFD（数値流体力

学）などの数値計算手法に頼らざるをえない.本研究では

構築したMPS 法を拡張し,造波境界と透過境界を導入する

ことで限られた数値水槽内での造波を可能にした.海水打

ち込み時に船体に働く流体力を計算し,拘束模型実験結果

との比較を行うこ

とで精度検証を行

った.また数千万粒

子にも及ぶ計算を

実用的な時間内で

可能にするため,並
列GPUと動的負荷

分散を用いた. 
図 海水打ち込みを受ける漁船模型 
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タンク内流体のスロッシングによる最大荷重

推定に関する研究

大型クルーズ船の損傷浸水時の復原性に関する

模型実験

並列 を用いた 法の海水打ち込み

シミュレーションの開発



漁船の 波傾斜係数に及ぼす定傾斜の影響 
田 ， 田博 ，原 博， 田 子 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会講演会論文集第23号 

 
定傾斜を付けた漁船模型を用い横波状態で計 した波

力等から 波傾斜係数を算定し， 揺及び 下揺

の影響を考 した1自由度横揺 動方 の 力 のStri
p法による計算値と比較した．その結果， 波傾斜係数は

定傾斜 の増大に い大きくなること，Strip法による計算

値は，横揺 期が比較的長い重 が高い状態を いて，

計 データから求めた 波傾斜係数に い値となること

などを確認した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 波傾斜係数に及ぼす定 傾斜 の影響 
 
 
 

 
多方向不規 波中での漁船模型のブロー ング 

現象に関する水槽実験 

， 野 ，田 ， 田  
田 子， ，  

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会 

 
リーや漁船など比較的高 で 行する船舶は い波

中や斜め い波中で波乗り状態やブロー ングの危険性が

あることは られている．規 波中や 方向不規 波中で

の水槽実験はこれまでにも数多く行 れているが，多方向

不規 波でのブロー ング現象を取り扱ったものは どな

い． 

本講演では多方向不規 波を発生させることが可能な

当所の実海 再現水槽において，自 の漁船模型を用

いた波乗り状

態やブロー

ングの実験手

法の確 を行

った． 
 

 
 
 
 

ルスターが波 中性能に及ぼす影響 
本 ， 田 子， 田 利子 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 

 
 波 中推進性能を向 させるため，船 水面 形状を工

する場合， の関係で ルスターを する場合があ

る．そのため， ルスターが波 中性能に及ぼす影響を検

討した． 
 その結果， ルスターによる波 中 の増加は船体で

する波と ルスターが するため り大きくなく，

今 の では，標準 ズの ルスターで波 中 増加

の4%増加，大型 ルスターでも10%の増加であることが分

かった． 
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図 ルスターによる規 波中 増加の変化（計画 力） 

 
 

ン 船の ル ーダ動的応答に関する 
基 的検討 

田安平， 子，小  
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 
 

船舶の安全性の から， ン 船の船体構造安全性，

に ル ーダ最終 度確保が重要な の つとなって

いる．本研究では，8000 EUの ン 船を対象として，

船体全体を21要 の変 面 性 で デル化し， hip
ping等の動的荷重に対する船体の ル ーダー応答に関す

る基 的検討を行った．その結果，荷重 時間が船体の

期に くなると， により応答 ー ントの最大

値が付与 ー ントより大きくなる等動的影響が確認でき

た．また，船 尾 性力の 無により応答 ー ントの

が変かすることが確認できた．  

 
図 船体応答 ー ント時 列 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

0 5 10 15 20 25

0 .
5 .
10 .
15 .
20 .

. 0 .
5 .
10 .
15 .
20 .

0.73 0.6

図 多方向不規 波中での 
  ブロー ング現象 

(427)

89

漁船の有効波傾斜係数に及ぼす定傾斜の影響

,ヽ, 
、.

＇ 

多方向不規則波中での漁船模型のプローチング

現象に関する水槽実験

ボルスターが波浪中性能に及ぼす影響

コンテナ船のハルガーダ動的応答に関する

基礎的検討

ISE+10 

IDE•IO 

@

o

o

@

1

0

 

g

g

g

g

 

一邑
p

p
g心

mliqFi
-1-5E> 10 

゜

-
o
 

0

0
 

〇記 “w/oca屯o,non-uni ーCllc(J=l)―Cl'.l,(1='.l) ―Cl3c(1=3) ―Cl4c(1=4) 

―C15c｛呵―Cl6c(1=6 ―Cl1c(1=1) ―CI89(T=1(j） ―Cl9c(1=15) 
ーロOc(1=2/J)
＿ 口lc(T=3iJ)

02c(T=4iJ) 
mスr(T=汀n
C24c(1=6/J) 
C25c(1=1/J) 

10 JO 

1lm.o l•I 
父l



プレスワ ル ンによる 流中のプロペラ 形状

最適化に関する研究 
新 大 , , , 安  

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 

 
本研究ではプレスワール ンによる 流中のプロペ

ラ 計の一手法として実数値 的 ル リズ を用いて

プロペラ 形状最適化手法の開発を行った．また，本手法

によって 良されたプロペラについて 大学高 流水

槽において，プレスワール ンによる 流中のプロペ

ラ性能試験を行った．開発した最適化手法を用いることに

より，プレスワール ンの による自 時の 増加

と適切なプロペラ 転数を考 した 良プロペラを得るこ

とが可能であることを示した． 
 

 
図 流中プロペラ性能試験 

 
 
 

波 中の リーク波と ン 船の 荷重 
（第 報） 

， 澤 ， 田 ， 田博  
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 
 

ン 船の 性模型の波 中の リーク波中の 実

験を行った．著 らはこれまでに， する2波に対し，波

高で無次元化した ー ントの応答が1波 と2波
とで一部 なることを らかにした． 

本研究では，その原 を らかにするため， ー

ントを 会い波成分と ッ ング成分に分 して

を行った．その結果，応答の いの原 は， は 動の

（ ），後 は船 が水面に する の水面の

下 度の いに することを らかにした． 

図 波高と ー ントの 会い波成分の無次元値の

関係． 揺れの 会い波に対する 対 値で 分け 

工 用 タンの 度に及ぼす応力比と 
切欠の影響 

田  
平成28年11月 

第33 シン 講演論文集 
 
 界的に i-6Al-4 などの合 が 分野で利用

され，構造部 として実 でデータが されてい

る．一方 が では，海水 性や生体 性に れ，

合 と比較して安価な タンが一般 分野で く利

用されているが，hcp構造のみから成り 方性がある

タンは，構造 として は く， 度データが不

分で機 的 性に不 な部分が されている．本研

究では，海洋分野で構造部 として れた 性を つ

タンの応用 拡大のため， タンの 度に及

ぼす平 応力と応力集中の影響を評価した． 正Goodma
n線図では危険 となることが らかとなった． 
 
 
 
 
 
 
 

図 公称応力 Sと破 命 の関係 
 
 

N  S      
F    C C   S   

Hiroshi A ASH , n-ichi FU SAWA and  
yo hei FU ASAWA 

平成28年11月 
Proc. of AS A E 2016 Ann al A t mn Meeting 

 
海 研で開発している重合 子生成プログラ UP G

D及び重合 子対応 S ル ー AG SAを用いて， 水状

態における ルク リ 船型（ C） り流場の数値シ

ミュレーションを行った．重合 子法は，船体， 等の計

算 子を変 すること無く なる水深での計算 子を 易

に生成可能であり，水深を変化させたシミュレーションを

行う場合に非 に である． 
計算結果を，中水槽で実施した水槽試験結果と比較した

とこ ， 値が水深に応じて変化する傾向をとらえるこ

とができ，本手法の 性が確認された． 
 

 
 
 
 
 
図 水状態での，船体表面，水面及び 対称面におけ

る圧力分布 
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デルに基づく高密度 ス大 拡散 

デルの評価 

岡 行，日向 ，岡  
平成28年10月 

第86 リンエン リング学 講演会講演論文集 
 
 海 時の により大量の 化 スが海面 に

流 した場合， 発した スが 流により 方へ 流

拡散し，その後 すると に至る可能性がある．

発した低 の スは の よりも密度が

1.5 高く， 面あるいは海面 を うように流れる．本研

究では，高密度 スの大 拡散 デルとして デルに

し， 物や 形変化がある場合の 性能を評価す

るため，高密度 スの一つである ッ化水 （SF6）の大

拡散 動を た 実験を対象に数値 を行った．

実験結果と比較したとこ ，本研究で 良した

デルにより ね実験値を再現できることが分かった． 

100 200 300 400 500

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

0
の中 からの  m

体
度

 
ol

.%

  W DEE-2
  CFD（ oho t ）
  CFD（本計算）
  実験

 

図 面 における

中 から 下方向へ

の SF6の体 度変化． 
 A. . oho t, Master s hesis for 

Grad ate School of the Uni ersity of 
Maryland, (2011). 

 M. ielson, S. tt, iso- -845 (E ), 
iso ational La oratory, Denmark, 

(1995). 
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，岡 行，小田野直  
平成28年9月 

Proceedings of the18th nternational Symposi m on the Pack
aging and ransportation of adioacti e Materials 

 
海洋中の 作用と海 物内での物 動を考 し

た 性 行 デルを用いて， での海洋中

行シミュレーションを行った． の海洋 から2
年後の での 内137Cs 度 直分布を図示する．図

より，海 物への の として 全ての 与

を考 し， 直分布 デルの 流 度として での

物 度を

用いることで，

の 間

行 デルでは評

価できなかった，

最大値及び 量

の再現性に

がみられること

が らかとなっ

た．       図 における137Cs 度 直分布 
 

船舶の 安全性に する 的  
リューションの開発 

利，大 平， 幸， 田 ， 
中 孝，小田直 ， 田安平， 澤 ， 

田健二，船 二 
平成29年1月 
日本 学会 

 
性の向 により，船体重量や施工 検 の負荷

を増加させ に， や による船舶の損傷を し

得る手法は 合理性の からも現実的である． 体

的には， びに れた 板を 船や 船の船体構

造に適正に すれ ， 板にて エネル ーを

し，船舶の 性能を高めることができる． 
本報では，新日 会 ，今 造船 会 ，

海 研究所及び日本海 会が し

て する船舶の 安全性に対する 的船体

リューションについて する． 
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図 限界 度の比較 

 

次元定 の ーション性能 
良孝，工藤 ， 並 ，安  

平成28年10月 
日本船舶海洋工学会 第5 推進 動性能研究会 

 
ーションが発生したプロペラの性能や誘 する

船尾 動を する で， ーションの発生 や

形状，圧力分布を精度よく できる必要がある． 
このため，プロペラの要 に対応する，2 の2次元

に関する海 研とC における実験結果と2 の

ーション流れ理論計算法を用いて得られた計算結果と比較

し，その を した． 
実験と計算の間で良い 関も得られたが， 性を考 し

た計算法に 良することや な ネル形状や圧力分布の

計算が必要であることを得た． 
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Modelling dispersion processes of radioactiv e Mater
ials in a maritime env ironment for emergency resp
onse to maritime transport accidents inv olv ing radi

oactiv e material packages 
 

28 9  
Proceedings of the18th International Symposium on the Pack

aging and Transportation of Radioactive Materials 
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浅層モデルに基づく高密度ガス大気拡散

モデルの評価
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船舶の衝突安全性に資する包括的材料

ソリューションの開発

2次元定常翼のキャ ビテーション性能



面を模した 学 度平板 の 
流境界 計  

, , 澤田 , 藤 一,  
重野  

平成28年10月 
日本船舶海洋工学会 第5 推進 動性能研究会 

 
面平板及び 面を模した 度間 の なる 2 の 2

次元 度平板を大型 ーション水槽第 2 計 に

し 流境界 LD 計 を行い, 度及びその 度間 が

流場に与える影響について した. その結果, 主流方向

平 度が 度 で加 , 度間で すること, 度間

が大きい うがその加 が大きいこと. 直方向平

度は, 度 で から れる方向, 度間では に づ

く方向の 度が生じること, 面と比較して 度間 が大

きい方が主流方向 度の低下が大きいことなどが分かっ

た.  
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図 主流方向平 度分布 

 
 
 

船からの 留 流 シス の 
適用に関する 的FS  

洋 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 
 

船からの 留 の流 は，長期的に海洋 境

を し ける可能性があり， を講じる必要がある

と考えられる．た し， の導入に し， に 用

対 果の検証を実施することが重要である．そこで本研究

では， 海 機関の規 定手法であるFSAを利用し，7
つの船 について からの 留 流 シス

を適用した場合の 用対 果評価を実施した． 
その結果，プ

ロダクトタン

ーとタグ ート

以外の船 では，

用対 果 り

との結果を得た． 
 
図 用対

果評価の結果 
 
 
 

客船の要求区画指数の 直しに関する 的FS  
洋，  

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 

 
M では 客船の損傷時復原性基準（要求区画指数 ）

の 化について検討を行っており，SDC 3に が から

の計算 が された．その計算 は，著 らが M
の規 定手法であるFSAを実施し， 用対 果が ると

定されたものであった．本 はその詳細を るもので

あり， の計算 を現行基準から が に変 した場

合のリスク 量と 用増加量を ン ルロ法により求

めた．その結果，FSAの 用対 果評価指標であるGCAF
の分布が求めら

れ，その中 値

は 値より小さ

く，日本 の

の は 用対

果が ることが

示された． 
 

図 の分布 
 

 
 
 

 
 

M  S      M  
F     

田 ，二村正，  
藤 ，  

平成28年10月 
Proc. 15th World Wind Energy Conference（WWEC2016） 
 

境省実証 では， 列 沖に2MW を搭

したス ー型 体 力発 施 が され，当所は 体

部計 シス の 計 計 を担当した．本

論では， の計 や全体シス を紹介するととも

に， 時や発 時に得られたデータの を示し，当

所が構築した実海 計 シス によって 用なデータが

得られることを らかにした． 
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図1 2MW はえ か  図2 タワー基部の の時 列 
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塗膜面を模した幾何学粗度平板上の

乱流境界層計測

/／ 
ム名公 冥．．．．．．．．．:.................:.... 

沈船からの残留燃料油流出防止システムの

適用に関する予備的

い

旅客船の要求区画指数の見直しに関する予備的



体 洋 力発 施 の復原性に関する 
論 について 

 
平成28年11月 

第38 力エネル ー利用シン  
 

体 力発 施 の復原性については， が では船

舶安全法の下での 体 洋 力発 施 基準に船舶

や 体 海洋構造物の考え方を準用した規定があり，その

としての安全 ラ ンも発行されている．一方で，

IEC において 様 の作成が作 中であるが，損傷時

復原性規定は 記と し なる に基づいている．

を して，実 適用 の論 を指摘し，今後の検討の方

向性を 示した． 体的には，船舶 に関するリスク評

価を じて，所要の全損失確率を評価する手法として，

え 下図の様な 念で検討する手法を した．  
 

 
 

 
 
 
 
 
 

流体性能最適化 
田原 介 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会 部 部ワークショップ 

船舶海洋工学における最適化  
  

ン ュータを 用した最適化 計が工学の全分

野で まっている．船舶海洋工学においては くから

小造波 理論に 表される最適化理論が研究さ

れ実用に されてきたが，最 では ー 面での ン

ュータの進 と 時にCFDや最適化手法の ト

面での進 も著しく，流体性能に留まら 多くの場面

で最適化 ールが している．これは 年 とな

っている船舶海洋分野での 不 ， の

の対 の にもなりえるが，一方では最適化 ー

ル使用による 計 のブラック ックス化の

も えている．本ワークショップでは最適化手

法の一般的 の後，船舶海洋工学分野への応用とし

て流体，構造， ，工 の 分野について に

よる現状と ，今後の についての詳 を 的

とし， に当 講演では， 流力性能最適化 に関す

る ー を担当した． 
 

  F  M     
P  F    C  

M  P  
. Sakamoto, C. a akita and H. amiirisa 

平成28年12月 
第18 ーションに関するシン  

講演論文集 
 

his st dy is dedicated to in estigate the capa ility of 
isco s comp tational fl id dynamics (CFD) and Ffo cs 

Williams-Ha kings (FW-H) aco stic analogy to e one of the 
practical tools to estimate propeller ca itation noise. 
Fi e- laded con entional propeller operating in niform flo  
in a depress ri ed t nnel itho t/ ith ca itation and res ltant 
noise are of the interest. FW-H sim lation demonstrates that 
the contri tion of monopole and dipole so rces to propeller 
radiated noise is the same order of magnit de. Especially for 
the present cases direct CFD sim lation tends to capt re the 
noise trend etter than CFD FW-H sim lation. his is 
reasona le d e to the nat re of FW-H form lation.             

 
 
 
 
 
 
 

F     
 

L D  P C  C N L F FL NG FFS
 ND U N   

  M D N C N L 
田 ，中 ， 分健 ， 田  

平成28年10月 
he 15th World Wind Energy Conference and E hi ition 

 
体 洋 力発 施 （以下F W ）を対象に，その

タワー基部 ー ントを するための手法を開発し

た．F W 動及びタワー基部荷重を線形 デル化し，数

値計算及び模型計 から値の 定を行い,最終的に

搭 した,模型試験を実施した．試験の結果,LQ によっ

て波 中における ッ ング ー ントを低 できること

を示した. 
 

 
図 波 中の ッ ング ー ント比較 

図 船舶 リスクの評価の 念（一部） 
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浮体式洋上風力発電施設の復原性に関する

論点について
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舶用 性変形プロペラの流力性能の  
千  

平成28年12月 
第18 ーションに関するシン  

 
舶用 性変形プロペラの流力性能を するため，

の ス ュープロペラを対象に， 一流中およ

び 流中における 性変形プロペラによる単 性および

ーション性能を実験的に した．その結果，ス

ューの大きな舶用 性変形プロペラは， 部の 変形

により プロペラよりも推力 トルク 率が低下する

リスクは高いが， ーション性能を大 に向 でき

る可能性がある．また，プロペラ 転時では 部に不安

定 動が発生するリスクがあるため，今後， の 性

やプロペラ形状とダ ー ンスや ラッター等の不安

定 動現象の関係を する必要がある． 

図  転時の 性変形プロペラ 部に発生する不安定 
動 

 
 
 

船舶水中 に関する最 の研究 
入 ， 本 ， 田 子 

平成28年12月 
ーションに関するシン （第18 ） 

 
M や生物多様性 における船舶水中 規 の現状

について紹介するとともに，その対応として 内で実施し

ている船舶水中 計 試験，CFDによるプロペラ

ーション ズ推定および船舶 に対する の 応

行動 結果などを紹介する．また， が S へ して

現 中のプロペラ ーション 評価試験法の

現状を紹介する. 
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Fig re Comparison of So nd So rce Le el y Engine 
tp t（S  Side, Aimed CPA=100 m ） 

水平方向に単 動する の 流性状 
実，岡 ，岡 行 
平成28年12月 

第49 安全工学研究発表会講演 集 
 
 船舶 は の 築 とは なり，船舶 の動揺

影響により が時間的に変化するため， の

適用性およびその は な部分が多い．そこで，実

的な船体 動の影響を考 する 段階として単 動する

に形成される プルー を模型実験により再現し，

の 定 プルー の 度 と比較した．

その結果， から 直 方に れるにつれて 度 値

は急激な低下が生じるのに対し， 度は 直 方に れて

もその は非 に小さく， 定正方 の 対象プル

ー の 度と なる 性状を示すことが分かった． 

 

図 単 動

プルー の

度の 定値と

定 プルー

の 度

（破線 ）との比較． 
 Q intiere and Gro e, 

Proc. of the com stion 
instit te, (1998), 
2757-2766. 

 

 
 
 
 

合せラ ンCCD法を用いた 形状計 の

高精度化 
一 ，澤田 ， 野 弘 

平成28年12月 
ーションに関するシン (第18 ) 

講演論文集 
 
海 研では， 形状を計 可能な 合せラ ン

CCD法を用いた 次元形状計 の開発を行っている．

本研究では，計 精度向 のために本 の 学 と

リブレーション方法の 良を行い，水槽試験において精度

向 の検証を行った．その結果，形状計 の計 の

及び計 の拡大を確認した． 

 
図 模型プロペラの 形状計 結果 
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舶用弾性変形プロペラの流力性能の特徴

船舶水中騒音に関する最近の研究
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組合せライン 法を用いたキャ ビティ形状計測の

高精度化

予



 S   N  D   D  
S   M   D   C  L   

S   S  C  
田健二， 田安平， 澤 ， 馬  

利，今 大 ，藤田 ， 人， 
船 二 

平成28年11月 
Class  echnical Seminar in orea 

 
非線形動的構造 法を用いて船舶対船舶の 次元

シミュレーション を行い，HDS（Highly D ctile 
Steel  の 1.5 の 性を する ）が大型タン

ーの 性能に与える影響について比較検討した．

その結果，新 をF ll適用 はPartial適用した場合に，

12ktで しても荷 タンク破 に至らないことが分か

った． 

C
 

 
 

C   

pt re Limit C r e (inner shell)

DS F
DS P

C

S N  

S 

S S

 
図 破 限界 線 

 
 
 

主機関 性 デルとリンクした船舶の波 中推進 
状態の数値シミュレーション 

大橋  
平成 28 年 12 月 

第 30 数値流体力学シン  
 

 主機関 性 デルと eynolds平 a ier-Stokes ル ー

をプロペラ デルを介して ップリングし，波 中での推

進状態の数値シミュレーション手法を開発した．計 結果

と比較し，規 波中でのプロペラ 転数の時間変動等を再

現できることを確認するとともに，規 波と船体 動によ

るプロペラ流入 度の変化に うプロペラトルクと，主機

関 性 デルに基づく 転数変化が に しているこ

とについて考 を加えた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 計算結果の一 プロペラ面での 度分布  

子 ル ン法における 二 流  
デルの開発 

小野寺直幸, 大橋  
平成28年12月 

第30 数値流体力学シン 論文集 
 

大規模計算に適している 子 ル ン法に対して，

二 流 の の自由表面 デルを した．二流体

デルを拡張することで， 計算が困難であった高密度

比の に対して，安定的に計算が可能となった．また，

検証 として， leefsmannによるダ 計算を行い，

実験値と良く一 することが確認された．より高度な検

証 である 計算では， の による細か

なスプラッシュ等を えることには成 したが， 界

面に非物理的な 動が られるなど， デルの高度化が

必要とされる が確認された． 

 
 
 

最新のCFDを利用した船舶の性能評価 の状  
平田 行 

平成28年11月 
平成28年度日本造船 ンター 

ミ ー講演集 
 

本 ミ ーは，造船所 舶用機 製造 などの 理，

画， 開発などに られている方を対象に，最新の造

船 に関する 報を するものである．本講演におい

て，最新の船舶CFDの現状ならびに計算精度を すると

ともに，当所で開発を進めている重合 子法を 用した A
G SA等の開発状 について紹介し，最後に船舶CFDの

を た． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 付き 大船ま りの重合 子ブロック 
 

 
図 子 ル ン法を用いた 計算 
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一-0-

主機関特性モデルとリンクした船舶の波浪中推進

状態の数値シミュレーション

格子ボルツマン法における気液二相流解析

モデルの開発

最新の を利用 した船舶の性能評価技術の状況



S   C   M   
U  S   N  US N   

M   P    
Hikar  AM SA, o aki SA AM , Akiko 

SA U ADA( M ), akahiro MA (ML ) , oshihito 
M AGA( S A), aoya UMEDA ( saka Uni ersity) 

5th oint Meeting Aco stical Society of America and Aco stical 
Society of apan, Decem er, 2016 

 
US  has een a large interest among maritime ind stries in 

terms of en ironmental protection. his paper presents the 
characteristics of the meas red US  in f ll scale as ell as the 
near field propeller ca itation noise estimated y isco s 
comp tational fl id dynamics (CFD) sim lation． 

Fig re Comparison of So nd So rce Le el y Engine  
tp t（S  Side, Aimed CPA=100 m ） 

 
 
 

 L  S   F   
M  S    

oshiaki s kada, yos ke S ki, Michio Ueno  
平成29年6月 

Proceedings of MAE 2017 
 

本報告は，自由 模型試験で 荷重の影響を るこ

とのできる 荷重模 の開発と検証について たも

のである．試験水槽で自由 する模型船に一様な 境

を与えることは一般に不可能であるが，この 荷重模

を使え 実 の を こさなくても模型船の動きに応じ

た 荷重を時 模型船に与えることができる． 荷重

の発生には に開発したダクト ン型 推力 に用

いたダクト ンを3対用い， 標となる 後と の力と

ー ントを ー ック によって模型船与え

る．波 中を めた試験結果と数値計算結果の比較に基づ

きこの の 性を示した． 
 

D ct fans (fore)
D ct fans (aft)

Load cellLoad cellLoad cell
 

図 自由 模型船に搭 した 荷重模  
 

A Method for Evaluating the Efficacy of 
 P   M    

 L    F  S  
       

     

平成28年12月 
PL S E 

 内生物付 試験として ラ の 生を用い，

の 性能に対するスクリー ング手法につい

て した．手法の妥当性を示すため， （ 化

のみ）の 合（0-40 t%）比を変えた水 型 を

製した試験 を作成し動的 生した（10 ット 当，4
5日間の動的 ）． 生後， の 生を試験 の表

面に接 し， 生が試験面に形成 付 する 数から

の性能を評価した．その結果， 生の 数は

化 合量の増加に い した．この結果は，実

海 浸 試験（ ， 野）の結果と一 した． 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

S 規 開 に向けた   
 海 研における取り み  

高橋千  
平成28年12月 

船舶基準 ミ ー 船舶大 基準 
( ，S 規 )への取り み 講演  

 
M による一般海 でのS 規 開 定を受け，当

規 実施に向けて検討す き について を行った．

に当 が船 大 基準 プロ クトの中

で行ってきた研究を中 に紹介した．2020年以 の低

の製造工 がどのように変 る可能性があるのか，

要 であるスクラ の導入において となるであ う

について した． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 World Fleet egisterに された現 船への ス

クラ ー導入 数 159  

図 ラ および実海 での 評価試験結果 
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ブレー 応力の変動 を 的とする非線形 
デル による 下の 体 洋 力発  

野 ， 田 ，中 ，大  
平成29年3月 

第 自動 部 ル シン 論文集 
 

体 洋 力発 施 を対象に，ブレー flap ise方向

の 応力を低 させる を開発し，数値シミュレー

ションによって検証した． 内部で採用したブレー

荷重を に する デル は，P と比較して

等以 の性能となることが した． 
 

 
図 手法 の応答比較 標準 ，二乗平 平方 ，

等価荷重 

（ ， 非 ， デル ） 
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ブレー ド曲げ応力の変動抑制を目的とする非線形

モデル予測制御による強風下の浮体式洋上風力発電
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